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花火の化学スペシャルイベントの企画および実施報告 

 

岳 川  有 紀 子＊ 

 

 

概 要 

 

 花火には、火薬による爆発の化学反応、色を出すための炎色反応など、さまざまな化学反応が活用さ

れて、美しさを演出することができる。筆者は、花火の化学反応に注目し、2000年にサイエンスショー「花

火の化学」を開発して以来、さまざまな手法で、花火の化学の普及活動を企画・実践してきた。今回は、

2015年度に行なったミニブックの出版、スペシャル講演会、企画展、ギャラリートーク、ワークショップにつ

いて報告する。 

 

 

１．はじめに  

 花火にはさまざまな化学反応が利用されている。火

薬が燃焼、爆発すること、美しい光や色が出ること、こ

れらはすべて化学反応の結果である。 

 筆者は、これら化学反応に注目して、2000年にサイ

エンスショー「花火の実験」を開発して以来、花火と化

学にまつわるさまざまな手法の普及教育活動を企画、

実践してきた。花火は美しさを鑑賞するもの、という価

値観に、化学も楽しむことができるという付加価値をつ

け、これまでよりももっと花火を楽しむ化学の話題を提

供してきた。 

 今回は、2015年度 (平成27年度 )に企画、実施した

花火関係の普及教育活動について報告する。なお

2015年は「国際光年」であったことから、「光」に関連さ

せてさせて展開した。活動の概要は表１のとおりである。 

 

表１．花火関連イベントの概要  

内容  対象と人数  日程  

ミニブック「花火の化学」

執筆、出版  

12ページ 

100円で販売  

7/1～ 

「花火の色とひかり」展 (国

際光年協賛 ) 

アトリウム (無料

スペース) 

7/1 

～8/30 

花火の色とひかりスペシャ

ル講演会  

小学４年生から 

一般（70名） 

8/6 

花火の色とひかりワークシ

ョップ 

小学４年生から 

一般（30名） 

8/6 
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図１．花火関連イベントのチラシ（Ａ４両面の表面）。写真

右は筆者、写真左は協力していただいた葛城煙火株式

会社の古賀章広氏。 

 

２．ミニブック「花火の化学」執筆、出版  

 ミニブックとは、筆者が2010年に発案した小冊子で、

学芸員が自身の専門や得意分野などを解説し、ミュー

ジアムショップで安価で販売しているものである。第１

弾である筆者の「自由研究サポートブック」以降、2016

年3月末時点で、18冊を出版している。 

 今回、来館者が、自宅などでもいつでもじっくり花火

の化学を復習したり、イベントの内容を振り返ったりす

ることができるように、ミニブック「花火の化学」を執筆、

出版することとした。 
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 もくじは表１のとおりで、手軽に読めるように全12ペー

ジの構成としてまとめ、ミュージアムショップでは１冊100

円で販売した。 

 ミニブック「花火の化学」は、7月1日に発行し、当日

からミュージアムショップでの販売を開始した。7月は

110冊、8月は183冊を買っていただき、7月は全ミニブ

ック14冊の販売数の25％、8月は22％を占めた。ギャラ

リートークや講演会のあとに筆者が直接販売を行なう

と、たくさんの方にご購入いただくことができた。 

 

表１．ミニブック「花火の化学」もくじ 

２．   はじめに 

３．   花火のよくあるＱ＆Ａ 

４-５． 花火の歴史  

６-７． 花火の化学  花火と酸素  

８-９． 花火の化学  花火の色と光  

10-11．打上花火のしくみ 

12.   著者紹介ほか 

 
図２．ミニブック「花火の化学」(表紙 ) 

 

３．企画展「花火の色とひかり展」 

 地下１階アトリウムの２つの展示ケースを利用して、国

際光年協賛「花火の色とひかり展」を行なった。 

 花火に関する企画展示は、2012年以来３年振りとな

ったが、今回は「国際光年」に協賛し、花火に使われ

ている光にも注目した展示や解説を行なった。主な展

示資料は、表２のとおりである。 

 

図３．企画展「花火の色とひかり展」のようす 

 

図４．企画展「花火の色とひかり展」（左ケース） 

 

図５．企画展「花火の色とひかり展」（右ケース） 

 
図６．線香花火が燃焼する際の超スロー映像（2012年筆

者撮影）。小さな爆発が次々と起こるようすがわかる。 

 

表２．花火の色とひかり展出展資料  

（※は葛城煙火株式会社提供資料） 

資料  点数  

花火に使われている薬品類 (酸化剤、着色剤等 ) 15 

花火の「星」など※ 3 

打ち上げ花火模型 (0.5号～10号 ) ※(一部 ) 10 

打ち上げ花火半割り模型  1 

江戸時代花火版画 (パネル） 1 

現代の打上花火 (パネル） 3 

5号玉の構成 (玉皮、割薬、星 ) ※ 3 

型物打ち上げ花火（半割り）※ 1 

上げ薬※ 1 

線香花火の火薬  1 

打ち上げ筒、点火スイッチ、導火線※ 各1 

線香花火の超スロー映像（モニタ） 1 

花火の化学解説（パネル） 1 
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打ち上げ花火の作り方（パネル） 1 

 

 展示は、来館者が見るだけのいわゆる静展示であり、

花火の化学反応の変化を見ていただくことができない

ので、会期中、実験を交えたギャラリートークを５回実

施した（図７）。実験を見ることができることもあって、毎

回たくさんのお客様に足をとめていただくことができ、

ギャラリートークは盛況で、約250人の方に聴講してい

ただいた。 

 

表３．ギャラリートーク（１回15分程度） 

7月18日(土)   ①15:00 

7月19(日)     ②10:10  ③12:30 

7月20日(月・祝)④12:30  ⑤13:30 

 

 

図７．企画展「花火の色とひかり展」のギャラリートークの

ようす。 

 

４．花火の色とひかりスペシャル講演会  

 ギャラリートークを発展させた手法として、講演会を企

画、開催した。講演では、筆者が担当する花火の化学

の講演に加えて、花火師の古賀章広氏（葛城煙火株

式会社）にご協力をいただき、花火師ならではの話題、

たとえば花火の作り方や花火大会の運営などについ

てご講演いただいた。 

 今回で３回目となる花火の講演会であったが、今回

も抽選で聴講できない方が出るほどの倍率となった。

また、対象を小学４年生から大人の方としたが、聴講

者の半数は大人であった。 

 写真 (図９)を見ていただくとわかるが、講演の最中、

パワーポイントの画面や実験、資料などを写真で記録

する方が非常に多かった。過去２回の花火の講演会

でも同じ傾向があったが、他のテーマ、他の時期の講

演に比べてかなり高い割合のカメラ撮影率であった。

恐らく、夏休みの自由研究のテーマを花火にしようと

考えて、記録をとっているのだろうと思う。 

 

図８．花火の色とひかりスペシャル講演会のようす。はっ

ぴを着ているのが協力していただいた花火師の古賀章

広氏。 

 

図９．花火の色とひかりスペシャル講演会のようす。筆者

が実験を見せている。講演中は、非常に多くの方から常

にカメラを向けられている状態だった。 

 

５．花火の色とひかりワークショップ 

 今回初の試みとして、花火の化学反応を自分で実

験することができるワークショップを企画、実践した。実

験を「見る」だけのサイエンスショーや講演でも、お客

様は充分楽しんだり納得したりしておられるように見受

けられる。ただ、自分でも実験をしてみたいと思ってい

るだろうと想像しながらも、火を使う実験が多いために

長年躊躇してきたが、今回、思い切ってこの実験教室

に挑戦してみた。 

 ワークショップで体験していただく実験の内容として

は、花火に起こる化学反応の多くを網羅できるサイエ

ンスショー「花火の大実験」の内容をベースとして、企

画した。 

 以下の３点を、主な注意点として企画段階から実践

当日まで、常に点検を行なった。 

 ・安全が第一。燃焼が基本の実験となるため、子供

でも安全に行なえること 

 ・グループ実験は行なわず、ひとりづつ実験を行なえ

ること（安全性と満足性のため） 

 ・消耗品費の負担を抑えること 
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 また実験の内容については、 図16にワークショップ

のために筆者が作成し、参加者に配布したテキストを

添付するので参照していただき、当日はこのテキストに

沿って実験を進行した。 

 

図10．ワークショップのようす 

 

図11．大人の参加者も多かった。 

  

図12．「鉄は燃えるのか？」の実験。倒れないように底面

積の広いロウソクを使い、火でネジを加熱する。火バサミ

は高価なので、大きめのクリップをで代用。  

 

図13．「鉄は燃えるのか？」の実験。ふわふわの鉄「スチ

ールウール」を加熱する。 

 
図14．「鉄は燃えるのか？」の実験。鉄粉を振りかけて、

美しい光を観察した。 

 

図15．酸素がたくさんあると、良く燃えることを確認する

実験。集気瓶は高価なので、100円ショップのビールジョ

ッキを使用。 

 

図15．塩化ストロンチウムの粉末をロウソクの火に落とす

と赤色になることを観察。薬さじは高価なので、100円ショ

ップのスプーンで代用。 

  

図16．水中花火の実験。水槽の代わりに、酸素で使った

ビールジョッキに水を入れて実験し、ひとりづつ実験でき

るようにした。 
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６．おわりに 

花火の化学を楽しみながら普及する活動も、15年

が経過し、その間に多くの方に花火の新しい楽しみ方、

つまり化学的な楽しみ方の提示・提案を行なってきた。 

今後も、新しい視点や新しい手法を取り入れながら、

活動を続け、たくさんの方が花火をもうひとつの視点、

「化学」の視点で花火を楽しめる文化の輪を広げてい

きたいと考えている。 
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図16. 花火の色とひかりワークショップの配布テキスト 
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